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   2023 年 11 月 30 日 

－取引先の SDGs/ESG への取組みを後押し－ 

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」の取組みについて 

西日本シティ銀行（頭取 村上 英之）は、岡住工業株式会社（代表取締役 岡住 雅寛）と     

「ポジティブ・インパクト・ファイナンス」（以下「PIF」）の契約を締結しましたので、     

お知らせします。 

PIF とは、お客さまの企業活動が環境・社会・経済に与える影響を包括的に分析し、特定   

されたポジティブインパクト（プラスの貢献）の向上と、ネガティブインパクト（マイナスの

影響）の緩和・低減に向けて、KPI※を設定し、金融機関がモニタリングしながら KPI 達成に  

向けて支援する融資です。 

当行は、地域金融機関として、SDGs/ESG に取り組む企業を支援することで、持続可能な  

社会の実現に貢献してまいります。 

※ KPI とは、Key Performance Indicator の略で目標を達成する上で、その達成度合いを計測・モニタリング

するための定量的な指標のことです。 

記 

１．PIF の契約内容 

２．設定した KPI 

環境面の KP I 

 営業車を順次ハイブリッド車などのエコカーに切り替えることで 2028

年度までにエコカーの割合を 50%まで高める。（2023 年 11 月 1 日現在：

10%） 

 2028 年度における紙購入量を 2022 年度比で 20%削減する。（2022   

年度：357 万枚） 

社会面の KP I 

 経営者、安全管理者および従業員の安全管理意識を高め、2028 年度  

までに労災発生件数ゼロを目指す。（2022 年度：発生件数 2 件） 

 2028 年度までに資格取得奨励金制度を利用して免許・認定資格を新規

取得した従業員を累計で 20 名増加させる。〔2022 年度：11 名（年度  

あたりの資格取得者数）〕 

 2023 年度以降、従業員を対象とした「人権教育・研修」を年 1 回以上

開催する。 

経済面の KP I 

 微生物高速測定装置について、累計販売数を 2028 年度までに 1,000 台 

とする（2023 年 11 月 1 日現在：累計 60 台） 

 ISO9001 の認証を継続保持する。 

（注）当行は KPI のモニタリングを通じ、KPI 達成にむけて各種支援を行います。 

 

 

 

 

契 約 日 2023 年 11 月 30 日 

融 資 額 100 百万円 

期 間 5 年 

資 金 使 途 運転資金 
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３．企業の概要 

会 社 名 岡住工業株式会社 

所 在 地 福岡県北九州市八幡西区則松 5-20-13 

設 立 1961 年 4 月 

業 種 電気機械器具製造業 

特 長 

 当社は産業用ロボット等の制御装置や配電盤・分電盤といった電気

機械器具を主軸に製造しており、現在は福岡県に 6 か所（北九州市 

2 か所、行橋市 4 か所）の生産拠点を設けています。 

 「最新の技術でお客様がご満足頂ける製品を短期間でお届けする」

という経営理念の下、常に新しい技術を取り入れながらも短期間で

納品できるよう改善活動を続けることに加え、省エネルギーと環境

保護の観点からも開発、提供することを目指しています。 

 また、人権を尊重し、地域社会の発展に貢献することも目標として

おり、地域社会との共生を図ることでサステナビリティ経営の実現

に向けて取り組んでいます。 

以 上 

本件に関するお問い合わせ先 

法人ソリューション部 荒牧・鈴木 TEL092-476-2741 


